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脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業について

現地開催＋オンライン開催第１２回循環器病対策推進協議会
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総
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け
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施
体
制令和4年10月3日に“脳卒中・心臓病等総合支援センター”を熊本大学病院地域医療連携センターに併設

事業推進員として２名（保健師１名、事務補佐員１名）がセンターに常勤

１．脳卒中・心臓病診療の県内主要18拠点病院に“脳卒中・心臓病相談支援窓口”設置を呼びかけ
２．非常勤で医師/看護師/MSW/ケアワーカーなど多職種を配置し、センター業務を協働

⇩
循環器病患者の総合支援について、熊本県内の医療機関間の連携体制を構築

ア．循環器病患者・家族の相談支援窓口の設置



https://no-shin-kumamoto.com/



ア．循環器病患者・家族の相談支援窓口の設置

外来棟4階に設置：
遺伝カウンセリング室隣

総合支援センター：
一般周知用リーフレット

相談件数：255件
（地域医療連携室25件）
県内医療機関等との情報交換：
約350回
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http://kmn.kumamoto.med.or.jp/

くまもとメディカルネットワーク：KMN



くまもとメディカルネットワークとは？



くまもとメディカルネットワークのメリット

●参加者（患者）のメリット
・紹介状はKMNを通じてやりとりできるので、紹介状を書いてもらう待ち時間もなくなり、後日受取り
に行くという手間も省けます。

・他病院で行った検査画像やデータが当院でも確認できるので、重複検査が減り、費用負担軽減に
も繋がります。血液検査は他病院と当院とで比較もできます。

・救急搬送された場合、搬送先の施設で名前や血液型など当院での情報を閲覧することができます。

・災害時にかかりつけの病院の機能が停止した場合、KMN上で情報を閲覧できるので、病歴、処方
薬等をスムーズに確認できます。

・訪問看護などの様子も共有してもらえるので、患者さん自身が伝えるのが難しいことなどを事前に知
らせることができます。



くまもとメディカルネットワークの機能紹介
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イ. 地域住民を対象とした循環器病について、予防に関する内容も含めた情報提供、普及啓発
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■「自己検脈」-自分でカンタン、脈チェック、15秒のススメ-（熊本県が実施するSNS・YouTubeでの啓
発に対するへの協力）
■2022.10.30 「しなやかで健康な血管を保つために」-健康長寿は生活習慣から- 熊本城ホール2階
シビックホール（750名）

講師派遣：辻田 賢一（脳卒中・心臓病等総合支援センター長）
■2023.2.18 高齢者の「脳血管疾患」治療 ～突然の発症に備えて～ 熊本市医師会館2階講堂
（約100名）

共催：脳卒中・心臓病等総合支援センター
講師派遣：中島 誠（脳卒中・心臓病等総合支援センター非常勤医師）

■2022.12.16 「心房細動の予防と自己検脈のすすめ」 美里町老人クラブ主催（300名）
講師派遣：辻田 賢一（脳卒中・心臓病等総合支援センター長）

■人生100年くまもとコンソーシアム事業に係る啓発動画作成に協力して従事（WEBにて限定公開）
■2022.9.22～9.26 「World Heart Day（世界ハートの日）」を啓発すべく、熊本大学病院時
計塔及び・プロムナードにおいて、院内周知の上、日没～23時の間レッドにライトアップ

イ. 地域住民を対象とした循環器病について、予防に関する内容も含めた情報提供、普及啓発



熊本大学病院では、"ハートの日" と読
める8月10日を「健康ハートの日」とし
て、予防キャンペーンを夏場に展開する
ことにより、冬場の循環器病の多発を積
極的に予知・予防することを目的とした
「健康ハートの日」に賛同し、下記の期
間中、病院を当該活動のシンボルカラー
であるレッドにライトアップいたしま
す。
美しく彩られた病院の姿をお楽しみい
ただき、毎日休みなく働いている心臓を
思いやり、健康について考えてませんか。

啓発活動：健康ハートの日に伴うライトアップ
期間：２０２２年８月９日（火）～８月１１日（木）日没～23時
場所：熊本大学病院 時計塔・プロムナード

イ. 地域住民を対象とした循環器病について、予防に関する内容も含めた情報提供、普及啓発
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ウ．地域の医療機関、かかりつけ医を対象とした研修会、勉強会等の開催
第９２回熊本大学病院群 

生涯教育・研修医セミナー 
日本医師会生涯教育講座 １．５単位 

カリキュラムコード ７１：流・早産および満期産、７４：高血圧症 
          

このたび、標記セミナーを下記のとおり開催いたします。本セミナーは、熊大病院及び県内の医師をはじ

め多くの医療従事者（医師、看護師、メディカルスタッフ）や医学生にも参加いただき、日常の診療業務に

有効的に活用するための知識習得の場とすることを目指しておりますので、医師以外の方もお誘い合わせの

うえ、お気軽にご参加下さい。 

記 

日  時 ： 令和４年９月２１日（水）１８時３０分～２０時０0 分（予定） 

開催形式： ハイブリッド形式 

① 【院内限定】対面実施（場所：医学総合研究棟３階 講習室） 

②  Microsoft Teams を用いた Live 配信 
【院内限定】熊本大学病院職員・生命科学研究部所属職員・医学部学生の皆様向けには、 

後日アーカイブとして、熊本大学ポータル 全学 LMS（e-Learning）Moodle 

            「熊本大学病院群生涯教育・研修医セミナー」上で公開します。 

テーマ ： 「妊娠と高血圧・心腎疾患」 
        

開催挨拶 熊本大学病院 総合臨床研修センター長 向山 政志  先生 

挨   拶 熊本大学病院 産科・婦人科長 近藤 英治 先生 

司  会 熊本大学病院 産科・婦人科 大場  隆  先生 
 

1.「妊娠高血圧症候群と CKD 患者の妊娠」 

レクチャー：熊本大学病院  腎臓内科      宮里 賢和 先生 
 

2.「妊娠と高血圧・心臓病」 

レクチャー：熊本大学病院  循環器内科     山本 英一郎 先生 
 

3.「○○○○○」 

レクチャー：熊本大学病院  産科・婦人科    小寺 千聡 先生 
 

４.「妊娠前後の高血圧女性の管理」 

レクチャー：熊本大学病院  産科・婦人科    山口 宗影 先生 
 

５. 症例提示 

レクチャー：熊本大学病院  産科・婦人科    大場  隆  先生 
 

※１・２【１８:３０～１９:３０】（カリキュラムコード７４：高血圧症 １．０単位） 

３・４・５【１９:３０～２０:００】（カリキュラムコード７１：流・早産および満期産 ０．５単位） 
 

【参加申込方法】 
  メール件名に『第 9２回セミナー申込み』、本文に『所属・職種・ 

氏名・医師会所属の有無・参加希望形態（①or②→①院内者限定の 

対面での参加希望・②WEB 参加希望）』をご記入の上、 

申込先メールアドレスまでお申し込みください。 

【申込期限】令和４年９月１６日（金） 
※お申し込み後、令和４年９月２０日（火）までに、当日の参加方法・会議 URL を送付いたします。こ
の日までに案内がない場合には、お手数ですが下記お問い合わせ先までご連絡ください。 

【申込・お問い合わせ先】熊本大学病院事務部 総務課 卒後教育担当  

TEL：096-373-5689／5994／メールアドレス：iys-kensyu@jimu.kumamoto-u.ac.jp  

 

   
         

「メール作成画面は 
こちら」をクリック 
すると、メーラーが 
起動します。 

＜メール作成用QRコード＞ 

【共催】 熊本大学病院総合臨床研修センター、生涯教育・研修医セミナー部会 
     熊本大学病院内科専門医研修プログラム管理委員会、脳卒中・心臓病等総合支援センター 

【後援】 熊本県医師会、熊本市医師会 
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ウ．地域の医療機関、かかりつけ医を対象とした研修会、勉強会等の開催

院内外で医療機関関係者を対象とした循環器病に係るセミナー等を主催。また、医療関係者や健診機関、市町村等
を対象にした、脳卒中・心臓病等の循環器病対策の推進のための研修会を熊本県と共催した。開催内容は以下のとお
り。
■2022.9.21 第92回熊本大学病院群 生涯教育・研修医セミナー「妊娠と高血圧・心腎疾患」（約100名）

熊本大学病院医学総合研究棟 3階講習室
■2022.11.9 心臓リハビリテーション地域連携セミナー（81名）

ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ
■2022.12.1 「熊本の医療体制を踏まえた脳卒中の治療と予防」（オンライン、会場参加延べ約80名）

熊本県北病院 2階たまきなホール
■2022.12.15 「心房細動の早期発見と重症脳梗塞の予防、脳小血管病による認知症とその予防」（オンライン、
会場参加延べ約80名）

桜十字ホールやつしろ多目的ホール
■2022.12.10 心不全看護チーム医療研究会 スキルアップセミナー「心不全ケアのための認知行動療法」（オンラ
イン約50名）
■2023.1.14 「脳卒中と心不全を予防して健康長寿を達成しましょう！」（オンライン、会場参加延べ約80名）

くまもと県民交流会館パレア 10階パレアホール
■2023.1.30 熊本成人先天性心疾患研究会（約50名）

ANAクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ



熊本には既存の「くまモンの脳卒中ノート」があるので、
今回は「くまモンの心臓病ノート」を作成。
最終的には、この２つを合わせたノートに

エ．相談支援を効率的に行う、資材（パンフレットなど）の開発・提供
1.脳卒中・心臓病のノートを作成：セルフケア支援

https://no-shin-kumamoto.com/information#page_link01



エ．相談支援を効率的に行う、資材（パンフレットなど）の開発・提供



ありあけ心不全手帳

あらお健康手帳

脳卒中ノート
※熊本県脳卒中協会

がんの連携パス（私のカルテ）
※熊本県がん相談支援センター

火の国あんしん受診手帳
※熊本県認知症疾患医療センター

糖尿病連携手帳
※日本糖尿病協会

あらお健康手帳
※旧 手帳

荒尾市はすでに「あらお健康手帳」を作成している
左記の６つの手帳を合わせ、１つの手帳となっている

参考資料

・医療連携ノート
・医療情報
・がん基本情報
・心不全基本情報
・関連機関情報
・糖尿病基本情報
・おくすり手帳
・頭とこころの記録
・救急医療ノート

エ．相談支援を効率的に行う、資材（パンフレットなど）の開発・提供



（参考：各県の受け持ち項目）
☆血管障害リスク因子：栃木県
☆心不全：三重県
☆急性冠症候群：京都府
☆解離性大動脈瘤・胸部大動脈瘤/腹部大動脈瘤：福岡県
☆末梢動脈疾患：栃木県
☆災害への備え、災害時循環器発症予防への取り組み：熊本県
☆先天性心疾患について：茨城県

エ．相談支援を効率的に行う、資材（パンフレットなど）の開発・提供
3.心疾患に関する動画の作成
令和4年度「脳卒中・心臓病等総合支援センターモデル事業」に採択された
6府県7病院を開設した12施設で心疾患啓蒙啓発動画を作成する



オ. その他、総合支援を効率的に行うために実施した内容
心不全療養指導士取得までの流れ

①日本循環器学会会員となる

②e-learningを受講する

③症例報告書 (5例)提出する

(1)ステージ A・B (心不全発症予防のための療養指導)
(2)ステージC(初発心不全患者への療養指導)
(3)ステージC(心不全を繰り返す患者への療養指導)
(4)ステージD(難治性心不全患者に対する療養指導)
(5)ステージD(人生の最終段階にある心不全患者への療養指導)
(6)高齢心不全患者への療養指導
(7)心臓手術を受けた周術期の患者に対する療養指導
(8)多職種連携, 地域連携の強化が必要な療養指導



5例

患者背景

心不全の
病態・治療

セルフケア

介入

(旧) (新)

現病歴⇒【現病歴】心不全の原因疾患・併存疾患の, 症状・診断・治療の経過
⇒⇒ 改訂版においては、現病歴の項に、簡単なサマリーを記載する必要がある

• 主語・述語をはっきりさせた文章で、重要な情報を漏らさず記載する
• 1文が100文字を超えたら長いかもしれないと考え、再度検討する
• 略語を使用する場合は、初回使用時には、正式名称を記載してから略語を示す



心不全の療養指導
～セルフケア～

心不全療養指導士認定試験ガイドブック

Riegel B, et al. Adv Nurs Sci 2019; 42(3): 206–215.

患者さん自身が、自分の体の
エキスパートになれるように、

情報の共有と提供を行っていく。



【症例】16歳 女性

【主訴】労作時呼吸苦

【現病歴】

ADL完全自立。熊本県A高校1年生。

剣道スポーツ特待生。

幼少時からスポーツ万能だが、長距離は不得手であった。

A高校入学頃から部活中の息苦しさを自覚するようになるも、

精神的なものであると認識し、

鉄剤やサプリメント内服で様子をみていた。

健診をきっかけに異常を指摘。

熊本大学病院紹介となった。

西日本部道具ホームページから

例1：心臓手術を受けた周術期患者に対する療養指導



【入院時現症】
意識清明, NYHA：Ⅱm(日常生活において中等度異常の制限がある)
Ⅱ音の固定性分裂 (+), 第二肋間胸骨左縁にて収縮期駆出性雑音(+)
下腿浮腫 軽度+

LV

RV

“D” shape

【検査結果】

【診断】

＃1 心房中隔欠損症(ASD)
＃2 部分肺静脈還流異常(PAPVR)

【治療】
2022年8月15日

ASD+PAPVR 心内修復術

RA

LA

欠損孔

肺静脈

上大静脈



2022年11月：術後数か月2022年6月：術前



手術を受けるまで：
多職種支援

心臓血管外科

皮膚科・形成外科

小児循環器内科 医療情報経営企画部

地域医療連携センター
循環器内科

心臓血管センター

日本小児循環器学会ホームページから

• 手術内容への不安

• 創部への不安

• 手術後の生活への不安

精度を最大限保った状態での

低侵襲で創部がきれいな手術

の提供

具体的な経験を元にした

説明

社会保障制度の案内

熊本県

A市患者さんの不安内容



手術を受けた後：
地域連携活用

• 医療提供の継続

• 社会保障制度(助成・保障・生活支援・教育支援
等々)の案内の継続

熊本県

A市

熊本大学病院

脳卒中・心臓病等総合支援センター

A高校

熊本機能病院

熊本大学病院

1時間

30分

• 通院しやすい立地
• “外来”心臓リハビリの実施
• 心臓リハビリテーション指導士の在籍
• スポーツドクター(循環器内科)の在籍

熊本機能病院

積極的な就学支援



例2：多職種連携, 地域連携の強化が必要な療養指導

【症例】74歳 男性

【主訴】労作時息切れ

【現病歴】

腎盂腎癌多発肺転移に対して2022年中旬から抗癌化学療法開始となったが、
急性心筋梗塞を発症し、中止となった。その後も、化学療法再開は困難であった。

2022年10月にうっ血性心不全および癌に伴う胸水貯留で当科入院となった。

【身体所見】
意識清明, NYHA:Ⅲ, 身長:173cm, 体重:77.9kg, BP:114/68mmg, 
PR:105bpm, SpO2:92%(room air)
右呼吸音やや減弱



入院時
NYHA:Ⅲ, 

BNP:878.2pg/mL
BW:77.9kg 

退院時
NYHA:Ⅲ, 

BNP:689.2pg/mL
BW:70.5kg, PR:80bpm

• 利尿剤での加療
• 輸血

緩和医療中心の方針



A病院様への転院

A病院 SW⇒ご家族へ

『入口に数段の段差があられますので、
玄関に椅子を置いておいてください。』

【退院前カンファレンス】



看護師/保健師

管理栄養士

社会福祉士

歯科衛生士

臨床工学技士

薬剤師

医師

公認心理士

理学療法士

作業療法士

患者・家族

心不全の療養指導～多職種連携の重要性～



熊本大学病院脳卒中・心臓病等総合支援センターの取り組み

①循環器病患者・家族の相談支援窓口の設置(電話、メール相談を含む)
②地域の医療機関・かかりつけ医を対象とした研修会・勉強会
③地域住民を対象とした循環器病について、予防に関する内容も含めた
情報提供、普及啓発
④相談支援を効率的に行う、資材（パンフレットなど）の開発・提供
⑤その他、総合支援を効率的に行うために必要と考えられるもの

1. 県内・県同士の情報共有・好事例（支援体制・体制維持の方法）
2. 課題はマンパワーとそれを可能にする継続的予算措置
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熊本大学病院は循環器最新医療に取り組んでまいります！
2022年4月12日：熊本大学病院へリポート

雁回山・宇土半島 有明海 金峰山・島原
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